
(57)【要約】

本発明は懸濁液からの重選方法及び装置に係わる。受流

槽は予め処理され、高比重物質を含有する懸濁液を、重

選槽において重比重物質含有率を低減された後、再びこ

の受流槽に流入する懸濁液流から空間的に分離する分離

壁を有する。分離壁は、それぞれの分離ゾーンが受流槽

の下部において連通するように、受流槽の深さに一部に

わたって延設されている。分離壁の両側における各ゾー

ンの断面積比は、高比重物質を多く含むゾーンから高比

重物質含有率の低い懸濁液を収容しているゾーンへの流

入が起こらないように選択されている。本発明の方法で

は、高比重物質の含有率が低減された流れの一部を受流

槽におけるその主流動方向とは交差する方向に取出し、

懸濁液流における分離効果の結果、高比重物質含有率が

されに低減され、次の工程へ導入される。高比重物質の

低い残りの懸濁液流は受流槽出口において高比重物質含

有率の高い懸濁液と混合され、再び重選槽へ導入される

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 比 重 物 質 を 含 有 す る 未 処 理 懸 濁 液 か ら の 重 選 方 法 で あ っ て 、
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 未 処 理 懸 濁 液 を 受 流 槽 に 導 入 し 、
　 高 比 重 物 質 を 含 有 す る 懸 濁 液 を 槽 か ら 導 出 し て 重 選 槽 へ 導 入 し 、
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 処 理 済 懸 濁 液 を 重 選 槽 か ら 再 び 前 記 受 流 槽 へ 還 流 さ せ 、 未 処
理 懸 濁 液 か ら 一 部 を 空 間 的 に 分 離 し 、 さ ら に 重 選 処 理 し な が ら 前 記 槽 を 通 過 さ せ 、
　 実 質 的 に 高 比 重 物 質 を 含 有 し な い 処 理 済 液 材 料 を 、 前 記 容 器 に お け る 高 比 重 物 質 含 有 率
の 小 さ い 懸 濁 液 の 主 要 流 動 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 導 出 し 、
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 の 残 余 の 部 分 流 を 未 処 理 懸 濁 液 流 と 混 合 し た 状 態 で 前
記 槽 か ら 重 選 槽 へ 供 給 す る
ス テ ッ プ か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 前 記 重 選 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 懸 濁 液 と 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 を 、 受 流 槽 の 少 な
く と も 空 間 的 に 分 離 さ れ た 流 路 に お い て 、 ほ ぼ 平 行 に 誘 導 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 懸 濁 液 を 、 回 転 流 の 形 で 受 流 槽 へ 導 入 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 を 、 直 線 流 の 形 で 受 流 槽 へ 導 入 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 空 間 的 分 離 ゾ ー ン か ら の 出 口 に お い て 、 常 に 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 が 高 比 重
物 質 含 有 率 の 大 き い 懸 濁 液 へ 流 入 し て 、 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 懸 濁 液 が 空 間 的 に 分 離
さ れ た 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 に 混 入 す る の 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 ま た は ２ 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 懸 濁 液 が ス ラ リ ー 化 装 置 か ら 断 続 的 に 発 生 す る パ ル プ で あ り
、 呼 応 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 が 重 選 槽 か ら の オ ー バ ー フ ロ ー で あ り 、 実 質 的 に 高
比 重 物 質 を 含 有 し な い 処 理 済 液 材 料 が 後 続 の 工 程 へ 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 ま た は ２ 項 以 上 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 受 流 槽 と 、 受 流 槽 か ら 供 給 さ れ 、 そ の 排 出 物 が 再 び 受 流 槽 へ 還 流 さ れ る 重 選 槽 と か ら 成
る 重 選 装 置 で あ っ て 、 受 流 槽 が 分 離 壁 を 有 し 、 分 離 壁 の 一 方 の 側 に 未 処 理 懸 濁 液 が 、 他 方
の 側 に 処 理 済 懸 濁 液 が そ れ ぞ れ 供 給 さ れ 、 分 離 壁 を 挟 ん だ 受 流 槽 の 両 側 の 断 面 積 の 比 に よ
り 、 装 置 の 作 動 中 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン か ら の 懸 濁 液 が 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ 流 入 す る よ
う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 前 記 重 選 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 両 ゾ ー ン の 合 流 開 口 を 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 下 端 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 分 離 壁 が 垂 直 に 延 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 が 上 方 か ら 分 離 壁 近 傍 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 が 分 離 壁 と 平 行 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 分 離 壁 を 斜 め に 延 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 を 水 平 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 を 垂 直 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 を 斜 め 下 向 き に 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 が 円 形 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 が 楕 円 形 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 排 出 口 が 鋭 角 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 重 選 槽 へ の 供 給 口 が 水 平 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 受 流 槽 へ の 未 処 理 懸 濁 液 及 び 処 理 済 懸 濁 液 の 供 給 が 、 両 ゾ ー ン の 合 流 開 口 へ の 流 動 が 未
処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン か ら 起 こ ら な い よ う に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 両 ゾ ー ン の 合 流 開 口 よ り も 上 方 に お け る 処 理 済 液 材 料 の 排 出 が 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン か ら
行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 受 流 槽 へ の 未 処 理 懸 濁 液 の 供 給 が 合 流 開 口 の 下 方 で 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン に 向 か っ て 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 懸 濁 液 か ら の 重 選 方 法 及 び 装 置 に 係 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 廃 棄 物 の よ う な 混 合 物 の 比 重 選 別 に 際 し て は 、 な お 多 量 の 沈 積 性 の 物 質 を 含 む パ
ル プ や 懸 濁 液 の よ う な ス ラ リ ー が 発 生 す る 。
　 自 治 体 の 生 活 廃 棄 物 は 、 Kranert　 et　 al.の 調 査 （ Kranert,　 M.,　 Hartmann　 A.,Grau
l　 S.(1999)　 “ 蒸 解 物 中 の 砂 含 有 量 の 測 定 ” 。 － Bidlingmaier　 W　 et　 al.　 (Hrsg)　 O
RBIT　 99　 廃 棄 物 の 生 物 学 的 処 理 及 び 環 境 に 関 す る 国 際 会 議 議 事 録 Part　 I,　 P.　 313-31
8－ )に よ れ ば 、 廃 棄 物 の ２ ５ 重 量 ％ 以 上 に も 達 す る 多 量 の 鉱 物 性 高 比 重 物 質 、 例 え ば 、 石
、 ガ ラ ス 破 片 、 砕 石 、 砂 利 、 砂 を 含 む 。 こ れ ら 鉱 物 性 高 比 重 物 質 の 大 部 分 は 生 活 廃 棄 物 の
比 重 選 別 の 際 に 懸 濁 液 中 に 取 込 ま れ 、 生 物 学 的 利 用 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Kuebler　 et　 al． の 調 査 （ Kuebler,　 H.,　 　 Nimmrichter， R.,　 Hoppenheidt,　 K.,H
irsh,　 P.,　 Kottmair,　 A.,　 Nordsieck,　 H.,　 Swerev,　 M.,　 Muecke,　 W.　 (1998)：
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“ 生 活 廃 棄 物 と 商 業 的 有 機 廃 棄 物 の フ ル ・ ス ケ ー ル 同 時 蒸 解 ” ： MER　 ５ 　 Materials　 an
d　 Energy　 from　 Refuse　 １ ２ － １ ４ 　 October　 １ ９ ９ ８ 議 事 録 、 Oostende,　 Belgium
,　 P． １ ９ ５ － ２ ０ ２ ） に よ れ ば 、 生 活 廃 棄 物 の 比 重 選 別 か ら 得 ら れ る パ ル プ を さ ら に 流
体 動 力 学 的 に 重 選 す る と 、 高 比 重 物 質 と し て 、 被 処 理 廃 棄 物 の 約 ３ 重 量 ％ の 湿 潤 物 が 分 離
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 パ ル プ や 懸 濁 液 の 処 理 で は 、 沈 積 し 易 い 物 質 が 問 題 と な る 。 即 ち ：
　 　 槽 内 に 沈 積 す る だ け で な く 、 配 管 を 詰 ま ら せ る 一 方 、
　 　 多 く の 場 合 、 被 処 理 廃 棄 物 の 磨 耗 性 が 設 備 の 摩 損 を 招 く 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 比 重 選 別 か ら 得 ら れ た 懸 濁 液 を 安 心 し て 再 利 用 で き る よ う に す る に は 、 沈 積 し 易 い 物 質
を 懸 濁 液 か ら 分 離 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に 重 選 槽 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 DE　 １ ９ ５ 　 ０ ５ 　 ０ ７ ３ 　 A1は 廃 棄 物 か ら 発 生 す る ス ラ リ ー か ら 高 比 重 物 質 を 分 離 す
る フ ラ ッ ト ボ ト ム 液 体 サ イ ク ロ ン を 開 示 し て い る 。 フ ラ ッ ト ボ ト ム ・ サ イ ク ロ ン と 選 別 管
と を 組 合 わ せ る こ と に よ っ て 重 選 槽 の 選 別 能 力 は 向 上 す る が 、 能 率 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 比 重 選 別 法 は DE　 ４ ２ 　 １ ４ 　 ７ ７ １ 　 A1に 開 示 さ れ て い る 。 堆 肥 化 廃 棄 物 か ら 砂 な ど
の 異 物 を 分 離 す る 方 法 は EP　 ０ 　 ６ ７ ８ 　 ０ ８ ５ 　 B1に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 DE　 ３ ４ 　 ４ ４ 　 ３ ２ ９ 　 C2は ２ 基 の 重 選 槽 と 複 数 の 受 流 槽 を 使 用 し て ス ラ リ ー を 処 理
す る プ ラ ン ト を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 DE　 ４ １ 　 １ ５ 　 ９ ２ ０ 　 A1に は 、 液 相 を 還 流 さ せ な い 重 選 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 ま
た 、 液 相 を 還 流 さ せ ず 、 受 流 槽 も 使 用 し な い 重 選 方 法 が EPa　 ８ ６ ２ ０ １ ９ ８ ７ ． ４ に 開
示 さ れ て い る 。 懸 濁 液 か ら の 重 選 を 前 段 の 初 発 混 合 物 の 処 理 か ら 切 離 す た め 、 懸 濁 液 を 受
流 槽 に 中 間 貯 蔵 し 、 こ の 受 流 槽 か ら 重 選 槽 へ 供 給 す る 。 重 選 槽 か ら 排 出 さ れ る 処 理 済 懸 濁
液 を そ っ く り そ の ま ま 後 続 の 工 程 へ 供 給 す る か 、 ま た は 一 部 を 還 流 さ せ 、 あ ら た め て 重 選
槽 へ 供 給 す る こ と に よ っ て 重 選 度 を 高 め る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 広 く 普 及 し 、 Ｄ Ｅ 　 １ ９ ５ 　 ０ ５ 　 ０ ７ ３ 　 Ａ １ に 開 示 さ れ て い る 重 選 装 置 は 処 理 済 懸
濁 液 の 円 滑 な 排 出 を 必 要 と す る 。 そ の た め に は 、 枝 分 か れ の な い 短 い 排 出 管 が 必 要 で あ る
。 従 っ て 、 処 理 済 懸 濁 液 に は ２ 通 り の 技 術 的 解 決 策 が あ る 。 即 ち 、 重 選 槽 か ら の 排 出 物 は
　 a） WO　 ９ ０ ／ １ １ １ ４ ４ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 受 流 槽 へ 還 流 さ れ 、 受 流 槽 か ら 後
段 の 工 程 へ 供 給 さ れ る か 、
　 b） ま た は DE　 ３ ４ 　 ４ ４ 　 ３ ２ ９ 　 C2に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 後 段 に 別 設 さ れ た 槽
に 中 間 貯 蔵 さ れ 、 こ こ か ら 重 選 槽 へ 還 流 さ れ る か 、 ま た は 第 ２ の 重 選 槽 へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 解 決 策 a） は 、 廃 棄 さ れ た 時 の ま ま の 高 比 重 物 質 を 含 ん だ 懸 濁 液 部 分 が 、 予 め 重 選 槽 へ
供 給 さ れ る こ と な く 後 続 の 工 程 へ 直 接 供 給 さ れ る と い う 欠 点 を 有 す る 。 そ の 結 果 と し て 、
沈 積 し 易 い 物 質 が 次 の 工 程 に 多 量 に 持 込 ま れ 、 上 述 し た 不 都 合 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 解 決 策 b） は 第 ２ の 補 足 的 な 槽 を 必 要 と す る 。 こ の 解 決 策 で は 、 ス ペ ー ス 需 要 が 大 き く
な り 、 配 管 が 長 く な り 、 部 品 数 が 増 大 し 、 制 御 コ ス ト が 高 騰 す る 。 究 極 的 に は 投 資 コ ス ト
の 増 大 に つ な が る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 僅 か の コ ス ト で 後 続 工 程 の 高 比 重 物 質 負 荷 を 軽 減 で き る 、 ス ラ
リ ー か ら の 重 選 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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　 こ の 目 的 は 、 方 法 に 関 し て は 、 請 求 項 １ に 特 徴 が 記 載 さ れ て い る 方 法 で 、 装 置 に 関 し て
は 、 請 求 項 ７ に 特 徴 が 記 載 さ れ て い る 装 置 で 達 成 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 通 り で あ る 。
　 本 発 明 の 方 法 は 本 質 的 に は 下 記 の 工 程 を 含 む ： 高 比 重 物 質 含 有 率 の 大 き い 未 処 理 懸 濁 液
を 受 流 槽 に 導 入 し 、 高 比 重 物 質 を 含 有 す る 懸 濁 液 を 槽 か ら 導 出 し て 重 選 槽 へ 導 入 し 、 高 比
重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 処 理 済 懸 濁 液 を 重 選 槽 か ら 再 び 前 記 受 流 槽 へ 還 流 さ せ 、 未 処 理 懸 濁
液 か ら 一 部 を 空 間 的 に 分 離 し 、 さ ら に 重 選 処 理 し な が ら 前 記 槽 を 通 過 さ せ 、 実 質 的 に 高 比
重 物 質 を 含 有 し な い 懸 濁 液 を 、 前 記 容 器 に お け る 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 の 主 要
流 動 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 導 出 し 、 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 の 残 余 の 部 分 流 を 未
処 理 懸 濁 液 流 と 混 合 し た 状 態 で 前 記 槽 か ら 重 選 槽 へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 で は 、 上 記 解 決 策 a） 及 び b） を そ れ ぞ れ 回 避 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の
方 法 で は 特 に 、 予 め 少 な く と も １ 回 、 重 選 槽 を 通 過 さ せ る こ と な く 、 未 処 理 懸 濁 液 が 後 続
の 工 程 へ 直 接 供 給 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 方 法 で は ま た 、 補 足 の 槽 を
省 略 す る こ と が で き る 。 後 続 の 工 程 へ 供 給 さ れ る 殆 ど 高 比 重 物 質 を 含 有 し な い 懸 濁 液 は 、
重 選 槽 か ら 還 流 さ れ る 懸 濁 液 の 主 要 流 れ か ら こ の 懸 濁 液 部 分 を 取 出 す こ と に よ っ て 得 ら れ
、 高 比 重 物 質 含 有 率 の 小 さ い 懸 濁 液 が 受 流 槽 内 を 流 動 す る 際 に そ の 主 要 流 れ 中 に 分 離 効 果
が 現 れ 、 主 要 流 れ と 交 差 す る 方 向 に 取 出 す こ と に よ っ て 、 こ の よ う に 取 出 さ れ る 懸 濁 液 流
れ が 実 質 的 に 高 比 重 物 質 を 含 有 し な い こ と に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 を 実 行 す る た め の 装 置 の 実 施 態 様 を 図 １ に 示 す 。
　 重 選 に 使 用 さ れ る 受 流 槽 １ は 重 選 槽 か ら 還 流 さ れ る 処 理 済 懸 濁 液 ２ と 高 比 重 物 質 含 有 率
の 大 き い 未 処 理 懸 濁 液 ３ と の 混 合 が 起 こ る よ う に 構 成 さ れ 、 供 給 を 受 け る 。 受 流 槽 １ は ４
つ の 接 続 部 、 即 ち 、 未 処 理 済 懸 濁 液 の 取 入 れ 口 ３ 、 処 理 済 懸 濁 液 の 取 入 れ 口 ２ 、 下 方 ゾ ー
ン １ ２ に 設 け ら れ 、 未 処 理 懸 濁 液 と 処 理 済 懸 濁 液 の 残 余 と の 混 合 物 と し て の 懸 濁 液 ４ を 取
出 し て 重 選 槽 へ 供 給 す る 取 出 し 口 、 及 び 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ の 領 域 に 設 け ら れ 、 処 理 済
懸 濁 液 ２ の 主 要 流 れ と 交 差 す る 方 向 に 処 理 済 液 材 料 ９ を 取 出 す 取 出 し 口 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 分 離 効 率 を 高 め る た め 、 懸 濁 液 ４ を 複 数 回 に わ た っ て 重 選 槽 に 供 給 し 、 未 処 理 懸 濁 液 ３
が 後 続 の 工 程 へ 短 絡 流 入 す る の を 防 止 し 、 必 ず 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁 液
ゾ ー ン １ ０ へ の 流 入 だ け が 可 能 と な る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 懸 濁 液 ２ が 還 流 さ れ る 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ の 構 成 は 、 残 留 し て い る 高 比 重 物 質 が 未 処
理 懸 濁 液 ３ と 一 緒 に あ ら た め て 重 選 槽 ５ へ 供 給 さ れ る こ と で 残 留 す る 高 比 重 物 質 の 分 離 を
促 進 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 受 流 槽 １ か ら 、 高 比 重 物 質 含 有 懸 濁 液 ４ が 底 部 域 １ ２ に お い て 排 出 さ れ 、 重 選 槽 ５ へ 供
給 さ れ る 。 重 選 槽 か ら の 排 出 物 ２ は 受 流 槽 １ の 上 部 域 ８ へ 還 流 さ れ 、 分 離 さ れ た 高 比 重 物
質 ６ は 重 選 槽 か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 処 理 済 懸 濁 液 ２ が 既 に 受 流 槽 １ の ゾ ー ン １ ０ に 存 在 す る 未 処 理 懸 濁 液 ３ と 混 合 す る の を
防 止 す る た め 、 受 流 槽 １ に 分 離 壁 ７ を 設 け る 。 分 離 壁 ７ は 受 流 槽 １ を ２ つ の ゾ ー ン ８ ， １
０ に 区 分 し 、 そ れ ぞ れ の ゾ ー ン は 重 選 槽 ５ の 供 給 装 置 １ ３ へ の 懸 濁 液 流 出 を 可 能 に す る 。
処 理 済 懸 濁 液 を 供 給 さ れ る ゾ ー ン ８ か ら 、 後 続 の 工 程 へ 供 給 す る た め 、 処 理 済 液 材 料 ９ が
横 方 向 へ 、 即 ち 、 ゾ ー ン ８ 内 の 処 理 済 懸 濁 液 の 垂 直 な 主 要 流 れ 方 向 に 対 し て 水 平 方 向 へ 取
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ へ の 未 処 理 懸 濁 液 流 入 を 防 止 す る た め 、 未 処 理 懸 濁 液 の 流 入 量 が
最 大 、 処 理 済 懸 濁 液 ２ の 還 流 量 が 最 少 の 場 合 で も 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁
液 ゾ ー ン １ ０ へ の 出 口 領 域 に お い て 、 常 に 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン
１ ０ に 向 か っ て の 流 体 力 学 的 圧 力 低 下 が 支 配 す る よ う に 分 離 壁 ７ が 構 成 さ れ て い る 。 こ の
条 件 は 分 離 壁 の 両 側 に お け る 断 面 積 比 の 設 定 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 両 側 に お け る 断 面 積 の
比 を 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １ ０ へ の 出 口 が 閉 ざ さ れ た と 仮 定 し
た 場 合 、 最 大 流 入 量 の 未 処 理 懸 濁 液 ３ と 重 選 槽 ２ か ら の 最 少 還 流 量 の 懸 濁 液 と が そ れ ぞ れ
処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン に お い て 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン よ り も 早 く 、 ま た は 少 な く と も 未 処 理 懸
濁 液 ゾ ー ン と 同 時 に 液 位 に 達 す る よ う に 設 定 す る 。 換 言 す る と 、 常 に 、 ゾ ー ン ８ か ら 出 口
１ １ を 通 っ て ゾ ー ン １ ０ へ の 流 れ が で き る よ う に 懸 濁 液 流 ２ 、 ３ 、 ４ 及 び ９ を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 出 口 １ １ が 開 放 さ れ た 状 態 で は 、 重 選 槽 ５ へ の 供 給 が 行 わ れ て い る 間 、 懸 濁 液 は 必 ず 処
理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １ ０ へ と 流 れ る 。 従 っ て 、 後 段 の 工 程 へ 供 給
さ れ る 液 材 料 ９ を 含 ん で い る 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ へ 未 処 理 懸 濁 液 が 流 入 す る こ と は あ り
得 な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ は 、 こ の ゾ ー ン を 流 動 す る 過 程 に お い て 懸 濁 液 ２ 中
に 残 留 す る 高 比 重 物 質 が さ ら に 分 離 さ れ 、 分 離 さ れ た 高 比 重 物 質 は 再 び 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー
ン へ 供 給 さ れ る 。 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ に お け る 高 比 重 物 質 は 沈 積 ま た は 未 処 理 懸 濁 液 ゾ
ー ン へ の 垂 直 な 還 流 方 向 と 交 差 す る 方 向 へ の 取 出 し に よ っ て さ ら に 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 で は 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 取 出 さ れ て 後 続 の 工 程 ９ へ
供 給 さ れ る 処 理 済 液 材 料 の 流 量 は 受 流 槽 へ 還 流 さ れ る 処 理 済 懸 濁 液 ２ の 比 較 的 少 な い 部 分
で あ る 。 ま た 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン の 懸 濁 液 流 は ほ ぼ 垂 直 に 下 方 へ 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １
０ に 向 か っ て 流 下 す る 。 処 理 済 懸 濁 液 の う ち 、 後 段 の 工 程 へ 供 給 さ れ る 分 は ほ ぼ 垂 直 な 流
れ に 対 し て こ れ と 交 差 す る 方 向 に 取 出 さ れ る 。 従 っ て 、 処 理 済 懸 濁 液 ２ 中 に 残 留 す る 高 比
重 物 質 は 大 部 分 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １ ０ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 好 ま し く は 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ の 下 端 近 傍 に 、 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン へ の 出 口 １ １ と
し て の 通 路 を 設 け る 。 こ の よ う に す れ ば 、 分 離 壁 ７ の 両 側 に お い て ほ ぼ 同 じ 流 体 力 学 的 圧
力 が 作 用 す る か ら 、 分 離 壁 ７ に か か る 静 力 学 的 負 荷 を 極 力 小 さ く す る こ と が で き る 。 開 口
通 路 は 、 分 離 壁 の 下 端 が 受 流 槽 壁 か ら 間 隔 を 保 つ よ う に す る こ と に よ っ て も 形 成 す る こ と
が で き 、 こ の よ う に す れ ば 、 高 比 重 物 質 が 付 着 沈 積 し 易 い 開 口 縁 辺 の 形 成 を 避 け る こ と が
で き る 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １ ０ へ の
高 比 重 物 質 の 移 行 が 促 進 さ れ る 。 後 段 の 工 程 へ の 処 理 済 液 材 料 の 取 出 し 口 は 排 出 口 と し て
機 能 す る 出 口 １ １ よ り も 上 方 に 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し い 実 施 態 様 と し て は 、 出 口 １ １ の 断 面 形 状 は 、 鋭 角 部 分 の な い 円 形 ま た は 楕 円 形
を 呈 す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ３ の 供 給 は 、 沈 積 し 易 い 物 質 が 重 選 槽 １ ２ へ の 排 出 口 近 傍 で 濃 密 に な る よ
う に 、 且 つ 出 口 １ １ に お い て 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ へ 流 入 し な い よ う に 配 慮 さ れ て い る 。
つ ま り 、 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン か ら 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ へ 懸 濁 液 を 圧 入 す る よ う な 余 計 な
動 力 学 的 圧 力 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 及 び 変 更 実 施 態 様 を 添 付 の 図 面 に 従 っ て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 １ （ 図 １ 及 び 図 ２ ） ：
限 定 条 件 ：
　 廃 棄 物 ス ラ リ ー 化 装 置 に よ る 廃 棄 物 比 重 選 別 か ら 、 断 続 的 に 高 比 重 物 質 を 含 有 す る ス ラ

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-523153 A 2005.8.4



リ ー が 形 成 さ れ る 。 高 比 重 物 質 含 有 ス ラ リ ー ３ の 流 量 は ３ ０ な い し ６ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 範 囲 内
で 変 動 す る 。 平 均 ス ラ リ ー 形 成 量 は 約 ２ ０ ｍ ３ ／ ｈ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 構 成 （ 図 １ 参 照 ） ：
　 高 比 重 物 質 含 有 ス ラ リ ー を 処 理 す る た め の 重 選 槽 ５ は ポ ン プ １ ３ に よ っ て 連 続 的 に 供 給
を 受 け 、 装 入 能 力 は １ ０ ０ な い し １ ３ ０ ｍ ３ ／ ｈ で あ る 。 受 流 槽 と し て は 、 下 方 部 分 が 急
傾 斜 円 錐 形 を 呈 し 、 有 効 容 積 が ３ ０ ｍ ３ の 円 筒 そ う が 使 用 さ れ る 。 槽 の 円 筒 部 分 の 内 径 は
２ ， ９ ８ ６ ｍ （ 断 面 積 ： ７ ｍ ２ ） で あ る 。 重 選 槽 ５ へ の ス ラ リ ー 排 出 は 円 錐 状 下 方 域 １ ２
で 行 わ れ る 。 受 流 槽 １ 内 の 最 低 液 位 は 槽 の 円 錐 状 部 分 の 上 方 に 位 置 す る 円 筒 状 部 分 で あ り
、 こ の 領 域 に お い て 、 後 段 の 工 程 へ の 処 理 済 液 材 料 取 出 し ９ が 行 わ れ る 。 こ の 取 出 し ９ は
水 平 方 向 に 、 ２ ０ ｍ ３ /ｈ の 流 量 で 連 続 的 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 分 離 さ れ た 高 比 重 物 質 の 流 量 ６ は 重 選 槽 へ 供 給 さ れ る 流 量 よ り も は る か に 少 な い か ら 、
最 初 の 概 算 に お い て 、 還 流 さ れ る 処 理 済 懸 濁 液 の 流 量 ２ を 流 量 ４ と 同 じ に 設 定 す れ ば よ い
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 ：
　 ２ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 取 出 し は 、 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン １ ０ に お い て ８ ０ な い し １ １ ０ ｍ ３ ／ ｈ
の 流 量 で 流 れ る 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ８ か ら の 垂 直 方 向 の 流 れ と 交 差 す る 水 平 方 向 に 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 垂 直 分 離 壁 ７ は 受 流 槽 の 最 高 液 位 １ ５ の ３ ０ ｍ ３ 上 方 か ら 円 錐 状 部 分 に ま で 達 し て い る
。 分 離 壁 ７ は 受 流 槽 円 筒 状 部 分 の 断 面 積 を 面 A(16)と 面 B(17)と に 区 分 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
断 面 A（ １ ６ ） を 有 す る ゾ ー ン に は 未 処 理 懸 濁 液 が 供 給 さ れ 、 断 面 B（ １ ７ ） を 有 す る ゾ ー
ン に は 重 選 槽 の 排 出 液 が 還 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 出 口 １ １ を 閉 じ た と 仮 定 し て 、 取 出 し ９ の 流 量 が ２ ０ ｍ ３ ／ ｈ 、 最 大 供 給 ３ が １ ６ ０ ｍ
３ ／ ｈ の 場 合 、 最 少 還 流 量 ２ が １ ０ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 場 合 、 処 理 済 懸 濁 液 が 存 在 す る 断 面 Bゾ
ー ン ８ の 液 位 が 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン （ 断 面 Aゾ ー ン ） よ り も 早 く ま た は 少 な く と も 同 時 に
こ の 断 面 ゾ ー ン の 液 位 に 達 す る よ う に す る た め の 条 件 は ： A／ B　 ≧ 　 ２ （ A対 Bの 比 が ２ ま
た は そ れ 以 上 ） 。 こ の 場 合 、 断 面 A（ １ ６ ） が ５ ｍ ２ 、 断 面 B（ １ ７ ） が ２ ｍ ２ と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 分 離 壁 ７ は 、 円 錐 状 部 分 に お い て 処 理 済 懸 濁 液 を 流 出 さ せ る 出 口 の 開 放 断 面 積 が ０ ． ０
５ ｍ ２ と な る よ う に 円 錐 状 部 分 内 へ 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 ３ の 供 給 も 重 選 槽 ５ か ら の 還 流 も 受 流 槽 １ の 上 方 か ら 行 わ れ る 。 分 離 壁 ７
の 近 傍 に お い て 必 ず 下 向 き の 流 れ が 生 ず る よ う に す る た め 、 未 処 理 懸 濁 液 の 供 給 は 垂 直 な
分 離 壁 ７ と 平 行 に 、 且 つ 分 離 壁 ７ の 近 傍 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 ２ （ 図 ３ 及 び 図 ４ ） ：
　 限 定 条 件 も 、 分 離 壁 の 作 用 及 び 構 成 も 、 断 面 積 比 も 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。 重 選 槽 （ 図
示 し な い ） か ら 受 流 槽 １ へ の 処 理 済 懸 濁 液 還 流 は 上 方 か ら 行 わ れ る が 、 未 処 理 懸 濁 液 １ ８
は 分 離 壁 ７ よ り も 下 方 に お い て 接 線 方 向 に 円 錐 状 部 分 へ 導 入 さ れ る 。 こ の よ う な 接 線 方 向
の 流 入 は 、 こ れ に よ っ て 発 生 す る 過 流 に よ っ て 沈 積 性 の 高 比 重 物 質 の 分 離 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 分 離 壁 ７ は 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 に 円 錐 状 部 分 内 ま で 達 し て い る 。 円 錐 状 部 分 へ の 処 理
済 懸 濁 液 を 流 出 さ せ る た め の 開 口 １ ９ は 水 平 な 向 き を 有 し 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 円 錐 状 部
分 に お け る 接 線 方 向 の 流 れ か ら 遠 い 側 に 設 け ら れ て い る 。 開 口 １ ９ の 開 放 断 面 積 は ０ ． ２
ｍ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 後 段 の 工 程 へ 供 給 さ れ る 処 理 済 液 材 料 ９ は 、 実 施 例 １ に お い て 既 に 述 べ た よ う に 、 ゾ ー
ン ８ か ら 水 平 に 取 出 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ゾ ー ン に お け る 主 要 流 れ ８ は 垂 直 な 向 き を 有 す る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 未 処 理 懸 濁 液 と 処 理 済 懸 濁 液 か ら 成 る 混 合 懸 濁 液 ４ の （ 図 示 し な い ） 重 選 槽 へ の 供 給 は
円 錐 先 端 部 で は な く 、 そ れ よ り も 上 方 で 水 平 に 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 沈 積 性 高 比 重 物 質
が 開 口 に 沈 積 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 実 施 例 ３ （ 図 ５ 及 び 図 ６ ） ：
限 定 条 件 ：
　 廃 棄 物 の ス ラ リ ー 化 に 伴 い 、 ２ ０ な い し ６ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 可 変 流 量 で 高 比 重 物 質 を 含 む 懸
濁 液 を 連 続 的 に 発 生 さ せ る 。 平 均 流 量 は 約 ５ ０ ｍ ３ ／ ｈ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
構 成 ：
　 高 比 重 物 質 を 含 む 懸 濁 液 を 処 理 す る た め の （ 図 示 し な い ） 重 選 槽 は 重 力 及 び 制 御 装 置 ２
７ の 作 用 下 に 供 給 を 受 け 、 可 変 装 入 能 力 は １ １ ０ 乃 至 １ ５ ０ ｍ ３ /ｈ で あ る （ 図 ５ 参 照 ）
。 受 流 槽 と し て は 、 下 方 部 分 が 傾 斜 し 、 装 入 容 量 が ４ ０ ｍ ３ の 開 放 型 直 方 体 の 槽 ２ ２ が 使
用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 槽 ２ ２ の 上 方 部 分 は ８ ｍ ２ （ ４ m　 x　 ２ ｍ ） の 断 面 積 を 有 す る 。 重 選 槽 へ の 懸 濁 液 供 給
は 槽 ２ ２ の 底 部 に お い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 受 流 槽 ２ ２ か ら 後 続 の 工 程 へ の 処 理 済 液 材 料 ２ ６ の 取 出 し 口 は 受 流 槽 上 半 部 分 に あ り 、
５ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 流 量 で 連 続 的 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 分 離 さ れ た 高 比 重 物 質 の 流 量 は 重 選 槽 へ の 供 給 流 量 ２ ５ よ り も は る か に 小 さ い か ら 、 還
流 さ れ る 処 理 済 懸 濁 液 の 最 初 の 近 似 流 量 を 流 量 ２ ５ と 同 じ に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
実 施 ：
　 処 理 済 液 材 料 の 後 段 工 程 へ の 流 量 ５ ０ ｍ ３ ／ ｈ で の 連 続 的 供 給 は 、 ゾ ー ン ２ ９ か ら ６ ０
乃 至 １ ０ ０ ｍ ３ ／ ｈ の 流 量 で 垂 直 に 流 れ る 処 理 済 懸 濁 液 の 流 れ に 対 し て 水 平 方 向 に 行 わ れ
る 。 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン ２ ９ か ら の 残 留 懸 濁 液 は 、 分 離 壁 ２ ３ の 下 端 に 形 成 さ れ る 通 路 ３
０ を 通 っ て 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン ２ ８ へ 流 入 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 受 流 槽 ２ ２ へ の 未 処 理 懸 濁 液 ２ ０ の 供 給 及 び 重 選 槽 ２ １ か ら の 還 流 は 分 離 壁 の 両 側 に お
い て 最 高 液 位 よ り も 上 方 で お こ な わ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 傾 斜 分 離 壁 ２
３ は 槽 の 最 高 液 位 ２ ４ の ４ ０ ｍ ３ か ら 、 槽 の テ ー パ ー 部 分 に ま で た っ し て い る 。 分 離 壁 ２
３ は 槽 の 断 面 積 を そ の 最 高 液 位 の 高 さ に お い て 、 断 面 A（ ２ ８ ） と 断 面 Ｂ （ ２ ９ ） に 区 分
す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 断 面 Aゾ ー ン （ ２ ８ ） に は 未 処 理 懸 濁 液 ２ ０ が 供 給 さ れ 、 断 面 Bゾ ー ン
（ ２ ９ ） に は 重 選 槽 の 排 出 液 ２ １ が 還 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 通 路 （ ３ ０ ） を 閉 じ た と 仮 定 し て 、 処 理 済 液 材 料 ２ ６ の 流 量 が ５ ０ ｍ ３ ／ ｈ 、 最 少 還 流
量 ２ １ が １ １ ０ ｍ ３ ／ ｈ 、 最 大 供 給 量 ２ ０ が ６ ０ ｍ ３ ／ ｈ で あ る 場 合 、 処 理 済 懸 濁 液 が 存
在 す る 断 面 Bゾ ー ン の 液 位 が 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン ２ ０ （ 断 面 Aゾ ー ン ） よ り も 早 く 、 ま た は
少 な く と も 同 時 に ゾ ー ン ２ ０ と 同 じ 液 位 に 達 す る よ う に す る た め に は 、 最 高 液 位 に お け る
両 断 面 積 A、 Bの 比 が 最 小 で あ れ ば よ い ： A/B　 ≧ 　 １ （ Aと Bの 比 が １ ま た は １ よ り も 大 き
い ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 断 面 積 A（ ２ ８ ） が ４ ｍ ２ 、 断 面 積 B（ ２ ９ ） が ４ ｍ ２ と な る よ う に 傾 斜 分 離
壁 を 組 み 込 む 。 分 離 壁 ２ ３ は 、 処 理 済 懸 濁 液 を 円 錐 状 部 分 へ 供 給 す る た め の 開 口 ３ ０ の 開
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放 断 面 積 が ０ ． ３ ｍ ２ と な る よ う に 分 離 壁 ２ ３ が 下 方 へ 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ 発 明 の 効 果 ］
　 利 点
　 本 発 明 の 重 選 の 利 点 と し て 、 １ 基 の 受 流 槽 を 使 用 し 、 重 選 槽 か ら の 排 出 液 を こ の 受 流 槽
へ 還 流 さ せ る 場 合 、 処 理 済 懸 濁 液 を 未 処 理 懸 濁 液 か ら 分 離 す る こ と が で き 、 未 処 理 懸 濁 液
が 後 段 の 工 程 へ 短 絡 流 入 す る こ と が な い 。 ま た 、 重 選 槽 か ら の 還 流 を 複 数 回 繰 返 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 重 選 槽 か ら の 排 出 懸 濁 液 に 残 留 す る 固 形 物 を 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン に お い て 有 効 に
分 離 す る こ と に よ り 、 増 加 す る 高 比 重 物 質 が 重 選 槽 へ 還 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ の 結 果 、 高 比 重 物 質 の 分 離 度 が 向 上 す る 。 従 っ て 、 典 型 的 に は 効 率 が 劣 る と さ れ る 比
較 的 選 択 的 な 重 選 槽 を も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 は １ 基 だ け の 受 流 槽 と １ 基 だ け の 重 選 槽 で 高 い 効 率 を 可 能 に す る 。
そ の 結 果 、 ス ペ ー ス 需 要 を 軽 減 し 、 部 品 数 を 極 力 少 な く し 、 配 管 を 短 縮 ・ 単 純 化 す る こ と
が で き る 。 こ れ ら の 要 因 は 低 コ ス ト で 高 品 質 を 達 成 す る こ と に つ な が る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 受 流 槽 へ の 還 流 と 受 流 槽 へ の 被 処 理 懸 濁 液 の 繰 返 し 供 給 が 可 能 で あ る か ら 、 １ 基 の 比 較
的 大 型 の 重 選 槽 を 使 用 す る こ と で 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ２ 基 の 直 列 重 選 槽
を 採 用 す る 場 合 よ り も コ ス ト を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 添 付 図 面 中 ：
【 図 １ 】 重 選 槽 と 連 通 す る 受 流 槽 の 簡 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 分 離 壁 の 構 成 を 示 す た め 図 １ の 受 流 槽 の 頂 部 を 開 放 し て 示 す 俯 瞰 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 受 流 槽 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 簡 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 分 離 壁 の 構 成 を 示 す た め 図 ３ の 受 流 槽 の 頂 部 を 開 放 し て 示 す 俯 瞰 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 受 流 槽 の さ ら に 他 の 実 施 態 様 を 示 す 簡 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 分 離 壁 の 構 成 を 示 す た め 図 ５ の 受 流 槽 の 頂 部 を 開 放 し て 示 す 俯 瞰 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 １ 　 　 　 受 流 槽
　 　 ２ 　 　 　 処 理 済 懸 濁 液
　 　 ３ 　 　 　 未 処 理 懸 濁 液
　 　 ４ 　 　 　 懸 濁 液
　 　 ５ 　 　 　 重 選 槽
　 　 ６ 　 　 　 高 比 重 物 質
　 　 ７ 　 　 　 分 離 壁
　 　 ８ 　 　 　 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン
　 　 ９ 　 　 　 処 理 済 液 材 料
　 　 １ ０ 　 　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン
　 　 １ １ 　 　 出 口
　 　 １ ２ 　 　 底 部 域 （ 下 方 ゾ ー ン ）
　 　 １ ３ 　 　 供 給 装 置 （ ポ ン プ ）
　 　 １ ６ 　 　 断 面 Ａ
　 　 １ ７ 　 　 断 面 Ｂ
　 　 １ ８ 　 　 未 処 理 懸 濁 液
　 　 １ ９ 　 　 開 口
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　 　 ２ ０ 　 　 未 処 理 懸 濁 液
　 　 ２ １ 　 　 重 選 槽
　 　 ２ ２ 　 　 受 流 槽
　 　 ２ ３ 　 　 分 離 壁
　 　 ２ ４ 　 　 最 高 液 位
　 　 ２ ５ 　 　 供 給 流 量
　 　 ２ ６ 　 　 処 理 済 液 材 料
　 　 ２ ７ 　 　 制 御 装 置
　 　 ２ ８ 　 　 未 処 理 懸 濁 液 ゾ ー ン
　 　 ２ ９ 　 　 処 理 済 懸 濁 液 ゾ ー ン
　 　 ３ ０ 　 　 通 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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